
　

若
者
を
違
法
・
無
法
な
働
か
せ
方
で

使
い
捨
て
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
が
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

若
者
の
夢
や
希
望
を
奪
い
、
日
本
の

将
来
を
も
奪
う
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
を

根
絶
し
て
い
く
た
め
、
区
と
し
て
も
積

極
的
な
取
り
組
み
を
図
る
べ
き
と
し
て

①
ポ
ス
タ
ー
や
広
報
紙
な
ど
を
活
用
し
、

若
者
向
け
や
企
業
向
け
に
啓
発
活
動
を

行
う
。
②
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
根
絶
の
相

談
窓
口
を
設
け
る
。
③
厚
労
省
の
調
査

に
基
づ
き 

区
内
の
法
令
違
反
企
業
に
は

改
善
の
申
し
入
れ
を
行
う
。
④
「
雇
用

は
正
社
員
」
と
な
る
よ
う
国
に
働
き
か

け
る
、
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

区
長
は
、
①
若
者
向
け
の
「
就
職
応

援
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
や
、
ポ
ケ
ッ
ト
労

働
法
の
配
布
な
ど
で
啓
発
し
て
い
く
。

②
労
働
環
境
に
関
す
る
専
門
相
談
窓
口

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。
③
国
の
調

査
に
つ
い
て
情
報
収
集
す
る
。
④
正
社

員
雇
用
に
つ
い
て
国
に
働
き
か
け
は
し

な
い
、
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

な
お
、
日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
は

10
月
15
日
、
長
時

間
労
働
の
是
正
、

労
働
条
件
な
ど
の

情
報
公
開
、
パ
ワ

ハ
ラ
を
や
め
さ
せ

る
こ
と
な
ど
を
柱

と
し
た
「
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
規
制
法

案
」
を
参
院
に
提

出
し
ま
し
た
。
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（2013年港区議会第3回定例会レポート）
安倍政権の暴走にストップをかけ

熊田　ちづ子
保健福祉常任委員長 / まちづく
り・子育て等対策委員 / 防災・エ
レベーター等対策委員 /議員団長

風見　利男
建設常任委員 /行財政等対策委
員 /議会運営委員 /幹事長

沖島　えみ子
総務常任委員 /交通・環境等対
策委員長

大滝　実
区民文教常任委員 / まちづくり・
子育て等対策委員/防災・エレベー
ター等対策副委員長/副幹事長

　９月19日より10月11日まで、港区議会第３回定例会が開
かれ、昨年度の決算審議も行われました。党区議団は、
国が社会保障の改悪・解体を推し進めようとしている時

東
京
電
力
に

全
額
賠
償
請
求
を

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」

な
く
す
取
り
組
み
を

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」

な
く
す
取
り
組
み
を

困ったときはすぐ相談を　区議会議員がご相談に応じます

　

東
電
は
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
で
国
民
を
苦

し
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
損
害
賠
償
を
渋
っ
て
い

ま
す
。

　

港
区
で
は
、
区
民
の
運
動
と
党
区
議
団
の
要
求
で
、
放

射
能
線
量
測
定
器
の
購
入
や
給
食
の
食
材
検
査
、
空
間
線

量
測
定
等
々
、
様
々
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
東
電
は
費
用
の
一
部
し
か
認
め
よ
う
と
し
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
こ
と
を
批
判
し
た
上
で
、「
東
電
言
い
な
り
の

請
求
で
な
く
、
人
件
費
を
含
め
、
放
射
能
対
策
の
す
べ
て

の
経
費
を
請
求
す
べ
き
」
と
質
問
。

　

区
長
は
、
東
電
か
ら

の
通
知
に
基
づ
き
、
昨

年
度
末
に
請
求
し
た
、

新
た
に
追
加
さ
れ
た

項
目
に
つ
い
て
、「
現

在
、
賠
償
請
求
の
準

備
を
し
て
い
る
」
と
答

え
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
す
べ
て

の
費
用
を
請
求
す
る

よ
う
提
案
し
て
い
き
ま

す
。

　

９
月
30
日
、「
２
０
１
4
年
度
当
初
予
算
に
対
す

る
要
望
書
」
を
区
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

提
出
に
あ
た
り
、
区
民
や
商
店
は
、
収
入
が
減
る

一
方
、
消
費
税
が
増
税
さ
れ
れ
ば
負
担
増
で
大
変
な

状
況
に
な
る
。
住
民
の
福
祉
の
増
進
、
区
民
の
く
ら

し
と
命
を
守
る
た
め
の
対
策
に
力
を
入
れ
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。 　区は区民の方がボランティアに参加する際

のボランティア保険の保険料の助成を行って
います。この３年間で 1,177 名の方が助成を
受けています。多くの区民の方に、引き続き
ボランティアに参加してもらうためにも、保
険料の助成を継続するよう求めました。

青山通りのバス停へのベンチと屋根の
設置、港南３丁目バス停の都営住宅側へ
のベンチ設置を求めました。

今年度にベンチが
　　設置されるバス停
新橋駅／赤坂駅前／慈恵医大病院入り
口（両側）／愛宕警察署（芝病院側）／
麻布十番駅前（古川側） 南青山七丁目
（赤坂見附方面行）

救援募金　456

救援物資を集めています。
米、野菜、タオル、石けん、洗濯石けん、靴下、下着、
ぬいぐるみ、オモチャなどです。
衣類はご遠慮します。

好
評
だ
っ
た
炊
き
出
し

公
契
約
条
例
の
早
期
制
定
を

「
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整
備
促
進
を
」

本
会
議
、
全
会
一
致
で
意
見
書
議
決

「ちぃばす」の
ベンチ設置を求める

「
４
月
か
ら
の
増
税
中
止
」を

国
に
求
め
よ

（
区
長
）「
国
に
申
し
い
れ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」

２
０
１
4
年
度

東日本大震災発災後からの

ご協力に感謝します。

港
区
の
放
射
能
汚
染
対
策
費
用

だけに、地方自治体の果たす役割を明らかにさせ、区民
のくらしと営業を守るための質問をしました。

予
算
要
望
書
提
出

ボランティア保険料の
助成が継続されます
ボランティア保険料の
助成が継続されます

　

安
倍
政
権
は
、
来
年
４
月
か
ら
の
消

費
税
８
％
増
税
を
決
め
ま
し
た
。

　

区
内
の
商
店
か
ら
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
で
売
り
上
げ
は
増
え
て
い
な
い
」

「
消
費
税
増
税
に
な
れ
ば
店
を
た
た
む

し
か
な
い
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
史
上
空
前
の
大
増
税
で
所
得
を
奪

え
ば
、
区
民
の
く
ら
し
と
営
業
を
破
壊

す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
経
済
を
も
奈

落
の
底
に
突
き
落
と
す
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。

　

こ
う
し
た
区
民
の
実
態
を
示
し
な
が

ら
、
区
長
に
対
し
「
４
月
か
ら
の
消
費

税
増
税
中
止
を
国
に
求
め
る
」
よ
う
質

問
し
ま
し
た
が
、「
国
に
申
し
い
れ
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
、
深
刻
な

事
態
を
理
解
し
な
い
、
ひ
ど
い
答
弁
で

し
た
。

　

党
区
議
団
が
提
案
し
た
「
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整

備
促
進
を
求
め
る
意
見
書
」
を
全
会
一
致
で
議

決
、
総
理
大
臣
や
国
土
交
通
大
臣
な
ど
に
送
付

し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
か
ら
転
落
す
る
事
故
は
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
盲
人
団
体
か
ら
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
要

望
は
大
変
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
党
区
議
団

は
、Ｊ
Ｒ
田
町
駅
に
つ
い
て
は
、
都
障
害
者
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
機
会
あ
る
毎
に
区
と

し
て
鉄
道
会
社
に
設
置
を
働
き
か
け
る
よ
う
提

案
し
、
設
置
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

意
見
書
は
、
設
置
は
旅
客
鉄
道
会
社
が
取
り

組
む
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
政
府
が

「
ホ
ー
ム
ド
ア

設
置
に
か
か
る

技
術
開
発
支
援

等
総
合
的
な
対

策
を
講
ず
る
こ

と
」
を
求
め
た

も
の
で
す
。

　

地
方
自
治
体
が
契
約
す
る
事
業
の

工
事
な
ど
で
、
そ
こ
で
働
く
人
た
ち

の
賃
金
の
底
上
げ
を
行
う
こ
と
は
非

常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

 

４
年
前
に
野
田
市
で
公
契
約
条
例

を
制
定
以
降
、
23
区
で
は
渋
谷
区
に

続
き
、
新
た
に
足
立
区
が
第
３
回
定

例
会
で
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

足
立
区
は
、
公
共
工
事
、
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
品
質
確
保
と
生
活
で
き
る

賃
金
へ
の
底
上
げ
と
同
時
に
、「
区

内
業
者
の
育
成
を
図
る
こ
と
」
を
掲

げ
、
地
域
経
済
を
活
性
化
し
た
い
と

の
視
点
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
中
小
業
者
が
大
変
な
状
況
に

あ
る
時
だ
か
ら
こ
そ
、「
早
期
に
公

契
約
条
例
を
制
定
す
べ
き
」
と
質
問

し
ま
し
た
。

　

区
は
、「
下
請
け
を
含
め
労
働
条

件
が
守
ら
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る

事
を
認
識
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
て

い
な
が
ら
、「
条
例
を
制
定
し
た
自

治
体
や
、
検
討
中
の
自
治
体
の
情
報

収
集
す
る
な
ど
研
究
し
て
い
く
」
と

の
答
弁
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
研
究
ば
か
り
で
は
、

中
小
業
者
や
そ
こ
で
働
く
人
た
ち
の

生
活
が
守
れ
ま
せ
ん
。

万
円

いのち くらしとと ををのの 守る区民
　

区
立
認
可
保
育
園
は
、
避
難
用
の
ス
ロ
ー
プ
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
立
認
可
保
育
園
は
ビ

ル
の
２
階
、
３
階
を
使
用
し
て
い
て
も
ス
ロ
ー
プ

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
園
庭
は
、
区
立
で
は
敷
地

内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か
隣
接
し
て
公
園
が
あ
り

ま
す
。
私
立
の
場
合
に
は
敷
地
内
に
園
庭
を
設
け

て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
、
近
く
の
公
園
に
行
く

に
は
、
幹
線
道
路
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

安
全
性
、
環
境
面
で
、
区
立
と
私
立
は
大
き
な

違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

国
は
、
都
市
部
の
待
機
児
童
解
消
策
と
し
て
、

地
方
自
治
体
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、
宿
舎
跡
地
な

ど
の
国
有
地
の

優
先
的
処
分
を

す
る
こ
と
を
発

表
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
共
産
党
都
議
団
の
質
問
で
都
が

「
少
子
高
齢
化
対
策
で
も
都
有
地
活
用
を
有
効

手
段
と
し
て
考
え
て
い
く
」
と
答
弁
し
て
い
る

こ
と
。
都
議
団
の
調
査
で
、
認
可
保
育
園
な
ど

に
活
用
で
き
る
と
こ
ろ
が
区
内
で
は
11
か
所
あ

る
こ
と
を
示
し
、「
待
機
児
童
の
解
消
は
、
国
・

都
有
地
を
活
用
し
た
区
立
認
可
保
育
園
の
建
設

で
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

　
「
区
は
、
都
有
地
等
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
」
と
の
答
弁
で
し
た
。
一
歩
前
進
で
す
。

11月14日（木）夜発
11月17日（日）夜着

国
・
都
有
地
を
活
用
し
た

区
立
認
可
保
育
園
の
建
設
で

国
・
都
有
地
を
活
用
し
た

区
立
認
可
保
育
園
の
建
設
で

国
・
都
有
地
を
活
用
し
た

区
立
認
可
保
育
園
の
建
設
で

待
機
児
童
の
解
消
は
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伊
豆
大
島
へ
の
救
援
募
金
に
ご
協
力
を
!

第16次
ボランティア
参加者を
募集

しています。

ホームドア設置のため補強された田町駅ホーム

区立伊皿子坂保育園

今年度設置予定の愛宕警察署バス停



　地域の問題解決のために区民と区との協働の場所として区民協働
スペースを整備しています。
　現在８カ所で１６室ありますが、十分な活用がされていません。区
民にとっては、区との協働といっても、どういうことが協働なのか、自
分たちがやろうとしていることは、区のどこと協働なのかわからない
という声が多く寄せられています。
　こうした声を受けて、有効活用できるよう改善を求めました。

　民主党（政策クラブ）が決算総括質問で、「国際競争力
を高めるためにカジノを」と、刑法が禁止しているギャン
ブル（賭博）施設であるカジノの誘致を取り上げました。
　また、同党の女性議員は、カジノに行ったといい、
「（どこの国でも）カジノ単独では難しく、ファミリーで
楽しめるように」と述べ、区として「港区にもカジノをつ
くりたいと思うぐらいの気持ちで国に提案を」との驚くべき発言。
　各国では、ギャンブル依存症でホームレスになる人、自殺に追い込まれ
るなど深刻です。暴力団の介入、売春の横行など風紀の悪化、青少年への
悪影響ははかり知れません。
　そもそも日本では、法律でカジノの設置は認められていません。

港区にカジノを!!

地
下
マ
ン
シ
ョ
ン
の
規
制
を

五
之
橋
架
け
替
え

　
　
来
年
度
詳
細
設
計
を
実
施

二
天
門
、
御
成
門
の
早
期
改
修
を

建設資材費・賃金の上昇にと
もない公共工事の労務単価が、
契約時と実際の工事単価との乖
離があったことから、国は３月、
工事設計労務単価を発表するとともに、建設業界団体に、
労働者の賃金引き上げを要請することを発表し、労務費
の上昇に伴う特例措置の通知を出しました。
「特例措置の趣旨をふまえ、しっかりと下請けの労働者
に引き上げられた労賃が届くよう」質問しました。
「誓約の通り適切に対応していただくことを要請する」
との答弁です。
働く人たちが、自からも声を出していくことが必要で
す。私達もひきつづきがんばります。

下請けにもきちんと
特例措置の
労務単価支払いを

磁
気
ル
ー
プ
の
活
用
・
窓
口
へ
の
設
置
を

防
犯
ブ
ザ
ー
、
壊
れ
た
ら
交
換

学
校
に
連
絡
を

　

今
議
会
に
指
定
管
理
者
に
関
し
て
23

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
１
０

2
施
設
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
港
区
が
管
理
・

運
営
す
べ
き
施
設
を
、
民
間
に
丸
投
げ

す
る
も
の
で
す
。

　
な
ぜ
党
区
議
団
が
反
対
す
る
の
?

第
１
は
、
民
間
に
丸
投
げ
す
る
た
め
、

そ
の
施
設
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く

指
定
管
理
者
の
議
案
に
反
対

7
月
末
締
め
切
り
の
特
養
ホ
ー
ム
申
込
者

は
4
0
0
人
。
区
内
の
特
養
ホ
ー
ム
に
入
所
で

き
る
の
は
年
間
１
６
０
人
程
度
で
す
の
で
、
多

く
の
人
た
ち
は
入
れ
ず
、
入
所
待
ち
と
な
り

ま
す
。

私
た
ち
は
、
区
内
の
施
設
に
入
れ
ず
都
外

の
施
設
に
入
所
し
た
老
々
介
護
の
実
態
を
あ

げ
、「
現
実
を
直
視
し
、
既
存
施
設
内
で
の
増

床
に
と
ど
め
ず
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

建
設
計
画
を
も
つ
べ
き
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

区
は
「
既
存
施
設
内
で
の
増
床
を
図
っ
て

い
く
」
と
、
区
民
の
実
態
を
捉
え
よ
う
と
し
な

い
答
弁
で
し
た
。
ひ
き
つ
づ
き
特
養
ホ
ー
ム
の

建
設
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の

早
期
建
設
を

　

最
近
、子
ど
も
の
ま
わ
り
で

不
審
者
の
出
没
が
続
い
て
い
ま

す
。そ
れ
だ
け
に
防
犯
ブ
ザ
ー

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ザ
ー
が
壊
れ
た
場
合
、学
校

を
通
じ
て
連
絡
す
れ
ば
、教
育

委
員
会
に
あ
る
在
庫
か
ら
交
換

す
る
と
し
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、

「
交
換
す
る
」こ
と
を
学
校
も
保

護
者
も
知
り
ま
せ
ん
。

　

党
委
員
は
決
算
委
員
会
で
、

壊
れ
た
場
合
「
交
換
す
る
」
と
い

う
こ
と
を
、「
学
校
に
徹
底
す
る
」

「
学
校
か
ら
保
護
者
に
知
ら
せ

る
」よ
う
質
問
。
学
務
課
長
は「
今

後
と
も
各
学
校
、ま
た
新
入
学

時
に
周
知
」
す
る
と
答
え
ま
し

た
。

　

高
齢
者
や
難
聴
者
に
と
っ
て
、

会
議
場
に「
磁
気
ル
ー
プ
」
が
あ

れ
ば
、話
が
良
く
聞
こ
え
ま
す
。

党
区
議
団
は
、「
磁
気
ル
ー
プ
」

の
設
置
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、区
は
２
台
購
入
し

ま
し
た
が
、周
知
不
足
の
た
め
、

活
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

党
区
議
は
、職
員
へ
の
活
用

の「
周
知
」
と「
区
民
が
参
加
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
」
を
求
め
ま

し
た
。

　

区
は
、「
庁
内
に
は
定
期
的
な

周
知
と
、説
明
会
な
ど
の
案
内

に
は
、磁
気
ル
ー
プ
が
あ
る
こ
と

を
記
載
す
る
よ
う
促
し
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

支
所
の
窓
口
へ
の
設
置
も
求

め
ま
し
た
。

な
っ
て
い
き
、
い
ず
れ
は
民
間
に
い
わ
れ

る
ま
ま
の
契
約
内
容
に
な
る
危
険
性
が

あ
る
。

第
２
に
、
民
間
企
業
は
、
も
う
け
を

確
保
す
る
た
め
に
は
人
件
費
を
お
さ
え

る
以
外
に
な
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
非
常

勤
職
員
な
ど
、
低
賃
金
で
の
雇
用
、
官

制
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
い
わ
れ
る
労
働

者
を
多
数
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。

第
３
に
、
区
の
職
員
が
区
民
と
直
接

接
す
る
機
会
が
大
幅
に
減
り
、
区
民
の

願
い
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

結
局
、
最
終
的
に
は
区
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
が
再
委
託
で

「
区
内
業
者
を
優
先
的
に
」
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
実
態
は
、
圧
倒
的
に
、
区
外

業
者
に
仕
事
が
行
き
、
ひ
ど
い
ケ
ー
ス

で
は
兵
庫
県
の
業
者
の
例
さ
え
あ
り
ま

す
。

　

区
有
施
設
が
区
民
に
低
料
金
で
、
利

用
し
や
す
い
施
設
に
す
る
た
め
に
、
引

き
続
き
が
ん
ば
り
ま
す
。

建
築
基
準
法
改
正
に
よ
り
地

下
室
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
容
積
率
が

緩
和
さ
れ
、
平
坦
地
で
は
想
定
で

き
な
い
高
い
容
積
率
の
斜
面
地
利

用
の
地
下
室
マ
ン
シ
ョ
ン
等
が
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
特

に
斜
面
地
の
下
側
の
地
域
で
、
平

坦
地
で
は
建
設
で
き
な
い
建
物
が

間
近
に
出
現
す
る
こ
と
に
な
り
、

過
大
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
や
圧
迫
感
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、
交
通
問
題

等
が
お
き
て
い
ま
す
。

区
内
で
は
、
昨
年
度
に
建
築
確

認
が
な
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
は
１

３
４
件
で
し
た
が
そ
の
う
ち
、
地

下
の
容
積
率
緩
和
を
受
け
て
い
る

マ
ン
シ
ョ
ン
は
46
件
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
に
適
切
に
対
応

す
る
た
め
、
横
須
賀
市
の
条
例
を

示
し
、「
住
環
境
を
守
る
た
め
に
、

港
区
に
ふ
さ
わ
し
い
、
斜
面
地
建

築
物
の
規
制
条
例
を
検
討
す
べ

き
」と
質
問
し
ま
し
た
。

「
現
時
点
で
は
、
条

例
に
よ
る
規
制
は
考

え
て
い
な
い
が
、
他
の

自
治
体
の
事
例
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
し
て

い
く
」
と
の
答
弁
で

す
。

党
区
議
団
は
、機
会
あ
る
毎

に
、「
通
行
人
の
安
全
の
た
め
に
、

五
之
橋
の
架
け
替
え
を
急
ぐ
よ

う
」
求
め
て
き
ま
し
た
。決
算

委
員
会
の
質
疑
で
区
側
は
、「
五

之
橋
の
架
け
替
え
に
向
け
て
の

設
計
条
件
を
整
理
す
る
た
め
、

東
京
都
と
協
議
を
続
け
て
い
る
。

27
年
度
末
の
古
川
地
下
調
整
池

取
水
工
事
が
終
わ
り
次
第
、引

き
続
き
、五
之
橋
架
け
替
え
工

事
に
着
工
で
き
る
よ
う
、来
年

度
は
詳
細
設
計
を
実
施
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
願
い
で
あ
る
五

之
橋
の
架
け
替
え
が
早
期
に
実

現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

増
上
寺
一
帯
に
は
た
く
さ
ん

の
国
宝
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
多
く
が
空
襲
で
消
失
し
、
現

在
は
台
徳
院
霊
廟
の
惣
門
と
有

章
院
霊
廟
二
天
門
、
文
照
院

霊
廟
奥
の
院
中
門
（
鋳
抜
門
）、

御
成
門
が
か
ろ
う
じ
て
残
って
い

ま
す
。

そ
の
内
、私
た
ち
区
議
団
の

長
年
の
提
案
が
実
っ
て
、惣
門
が

改
修
さ
れ
ま
し
た
。と
こ
ろ
が

二
天
門
、御
成
門
は
保
存
状
態

が
悪
く
、改
修
が
急
が
れ
ま
す
。

「
早
急
に
改
修
に
向
け
た
働

き
か
け
を
強
め
る
べ
き
」
と
の

質
問
に
、二
天
門
に
つい
て
は「
所

有
者
に
伝
え
る
」。
御
成
門
に

つ
い
て
は
、
所
有
者
が
特
定
さ

れ
て
い
な
い
の
で
「
関
係
機
関

等
を
通
じ
て
、
所
有
者
を
確

認
し
て
い
く
」
と
の
答
弁
で
す
。

　

貴
重
な
国
宝
が
寂
し
い
か
ぎ

り
で
す
。

え？え？

■福島原発からの避難者の居住延長を
■「原発ゼロ」を国に求めよ　
■駅周辺の客引き防止のため条例改正
と体制強化を
■認証保育所保育料の補助の細分化を
■生活保護基準の切り下げの影響が他
の制度に出ない対策を　

■緊急医療情報キットの普及促進を　
■区内中小企業の仕事確保を　
■自転車のオートライト設置助成を　
■芝浦・港南小学校の教室不足への対策を
■人工芝の高温対策を　

■公共の施設でワーキングプアー、不
安定雇用の職員が働いていることに
対する区の考えについて　

■寡婦（寡夫）のみなし控除の適用を
■精神障害者の緊急時のショートス
ティ整備を

■区民健診の健診期間の拡大を
■古川の老朽化した護岸の安全対策と
整備を

■大江戸線赤羽橋出口（赤羽橋側）の
　混雑の緩和を　
■区立運動場の利用枠の拡大を　

■シェアハウスの騒音対策を　
■事務所ビルの禁煙対策を　
■区民の意見を聴き建築物の高さ制限を
■埋蔵文化財の調査報告と展示を　
■不適正な事務執行の適切な対応を
■配食サービス改善を　
■再開発補助金の中止を　
■自転車レーンの設置を　
■小学校の自主活動支援を
■登下校の安全対策を
■旧協働会館の修理と利活用に向けた
今後の計画

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
設
置
を

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
設
置

に
つ
い
て
は
、度
々
質
問
し
た
こ

と
か
ら
、設
置
校
が
増
え
て
き

ま
し
た
。１
台
も
設
置
さ
れ
て
い

な
い
の
は
５
校
だ
け
に
な
り
ま

し
た
。

　

早
急
に
未
設
置
校
を
な
く
し
、

可
能
な
学
校
か
ら
、児
童
・
生
徒

数
に
見
合
っ
た
台
数
を
増
や
す

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、今

年
度
中
に
す
べ
て
の
学
校
に
設

置
で
き
る
よ
う
、準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

決算委員会での質問項目

区民協働スペースの活用区民協働スペースの活用

二
天
門



　地域の問題解決のために区民と区との協働の場所として区民協働
スペースを整備しています。
　現在８カ所で１６室ありますが、十分な活用がされていません。区
民にとっては、区との協働といっても、どういうことが協働なのか、自
分たちがやろうとしていることは、区のどこと協働なのかわからない
という声が多く寄せられています。
　こうした声を受けて、有効活用できるよう改善を求めました。

　民主党（政策クラブ）が決算総括質問で、「国際競争力
を高めるためにカジノを」と、刑法が禁止しているギャン
ブル（賭博）施設であるカジノの誘致を取り上げました。
　また、同党の女性議員は、カジノに行ったといい、
「（どこの国でも）カジノ単独では難しく、ファミリーで
楽しめるように」と述べ、区として「港区にもカジノをつ
くりたいと思うぐらいの気持ちで国に提案を」との驚くべき発言。
　各国では、ギャンブル依存症でホームレスになる人、自殺に追い込まれ
るなど深刻です。暴力団の介入、売春の横行など風紀の悪化、青少年への
悪影響ははかり知れません。
　そもそも日本では、法律でカジノの設置は認められていません。

港区にカジノを!!

地
下
マ
ン
シ
ョ
ン
の
規
制
を

五
之
橋
架
け
替
え

　
　来
年
度
詳
細
設
計
を
実
施

二
天
門
、
御
成
門
の
早
期
改
修
を

建設資材費・賃金の上昇にと
もない公共工事の労務単価が、
契約時と実際の工事単価との乖
離があったことから、国は３月、
工事設計労務単価を発表するとともに、建設業界団体に、
労働者の賃金引き上げを要請することを発表し、労務費
の上昇に伴う特例措置の通知を出しました。
「特例措置の趣旨をふまえ、しっかりと下請けの労働者
に引き上げられた労賃が届くよう」質問しました。
「誓約の通り適切に対応していただくことを要請する」
との答弁です。
働く人たちが、自からも声を出していくことが必要で
す。私達もひきつづきがんばります。

下請けにもきちんと
特例措置の
労務単価支払いを

磁
気
ル
ー
プ
の
活
用
・
窓
口
へ
の
設
置
を

防
犯
ブ
ザ
ー
、
壊
れ
た
ら
交
換

学
校
に
連
絡
を

　

今
議
会
に
指
定
管
理
者
に
関
し
て
23

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
１
０

2
施
設
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
港
区
が
管
理
・

運
営
す
べ
き
施
設
を
、
民
間
に
丸
投
げ

す
る
も
の
で
す
。

　な
ぜ
党
区
議
団
が
反
対
す
る
の
?

第
１
は
、
民
間
に
丸
投
げ
す
る
た
め
、

そ
の
施
設
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く

指
定
管
理
者
の
議
案
に
反
対

7
月
末
締
め
切
り
の
特
養
ホ
ー
ム
申
込
者

は
4
0
0
人
。
区
内
の
特
養
ホ
ー
ム
に
入
所
で

き
る
の
は
年
間
１
６
０
人
程
度
で
す
の
で
、
多

く
の
人
た
ち
は
入
れ
ず
、
入
所
待
ち
と
な
り

ま
す
。

私
た
ち
は
、
区
内
の
施
設
に
入
れ
ず
都
外

の
施
設
に
入
所
し
た
老
々
介
護
の
実
態
を
あ

げ
、「
現
実
を
直
視
し
、
既
存
施
設
内
で
の
増

床
に
と
ど
め
ず
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

建
設
計
画
を
も
つ
べ
き
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

区
は
「
既
存
施
設
内
で
の
増
床
を
図
っ
て

い
く
」
と
、
区
民
の
実
態
を
捉
え
よ
う
と
し
な

い
答
弁
で
し
た
。
ひ
き
つ
づ
き
特
養
ホ
ー
ム
の

建
設
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の

早
期
建
設
を

　

最
近
、子
ど
も
の
ま
わ
り
で

不
審
者
の
出
没
が
続
い
て
い
ま

す
。そ
れ
だ
け
に
防
犯
ブ
ザ
ー

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ザ
ー
が
壊
れ
た
場
合
、学
校

を
通
じ
て
連
絡
す
れ
ば
、教
育

委
員
会
に
あ
る
在
庫
か
ら
交
換

す
る
と
し
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、

「
交
換
す
る
」こ
と
を
学
校
も
保

護
者
も
知
り
ま
せ
ん
。

　

党
委
員
は
決
算
委
員
会
で
、

壊
れ
た
場
合
「
交
換
す
る
」
と
い

う
こ
と
を
、「
学
校
に
徹
底
す
る
」

「
学
校
か
ら
保
護
者
に
知
ら
せ

る
」よ
う
質
問
。
学
務
課
長
は「
今

後
と
も
各
学
校
、ま
た
新
入
学

時
に
周
知
」
す
る
と
答
え
ま
し

た
。

　

高
齢
者
や
難
聴
者
に
と
っ
て
、

会
議
場
に「
磁
気
ル
ー
プ
」
が
あ

れ
ば
、話
が
良
く
聞
こ
え
ま
す
。

党
区
議
団
は
、「
磁
気
ル
ー
プ
」

の
設
置
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、区
は
２
台
購
入
し

ま
し
た
が
、周
知
不
足
の
た
め
、

活
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

党
区
議
は
、職
員
へ
の
活
用

の「
周
知
」
と「
区
民
が
参
加
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
」
を
求
め
ま

し
た
。

　

区
は
、「
庁
内
に
は
定
期
的
な

周
知
と
、説
明
会
な
ど
の
案
内

に
は
、磁
気
ル
ー
プ
が
あ
る
こ
と

を
記
載
す
る
よ
う
促
し
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

支
所
の
窓
口
へ
の
設
置
も
求

め
ま
し
た
。

な
っ
て
い
き
、
い
ず
れ
は
民
間
に
い
わ
れ

る
ま
ま
の
契
約
内
容
に
な
る
危
険
性
が

あ
る
。

第
２
に
、
民
間
企
業
は
、
も
う
け
を

確
保
す
る
た
め
に
は
人
件
費
を
お
さ
え

る
以
外
に
な
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
非
常

勤
職
員
な
ど
、
低
賃
金
で
の
雇
用
、
官

制
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
い
わ
れ
る
労
働

者
を
多
数
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。

第
３
に
、
区
の
職
員
が
区
民
と
直
接

接
す
る
機
会
が
大
幅
に
減
り
、
区
民
の

願
い
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

結
局
、
最
終
的
に
は
区
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
が
再
委
託
す
る

と
き
「
区
内
業
者
を
優
先
的
に
」
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
態
は
、
圧
倒
的
に
、

区
外
業
者
に
仕
事
が
行
き
、
ひ
ど
い

ケ
ー
ス
で
は
兵
庫
県
の
業
者
の
例
さ
え

あ
り
ま
す
。

　

区
有
施
設
を
区
民
に
低
料
金
で
、
利

用
し
や
す
い
施
設
に
す
る
た
め
に
、
引

き
続
き
が
ん
ば
り
ま
す
。

建
築
基
準
法
改
正
に
よ
り
地

下
室
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
容
積
率
が

緩
和
さ
れ
、
平
坦
地
で
は
想
定
で

き
な
い
高
い
容
積
率
の
斜
面
地
利

用
の
地
下
室
マ
ン
シ
ョ
ン
等
が
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
特

に
斜
面
地
の
下
側
の
地
域
で
、
平

坦
地
で
は
建
設
で
き
な
い
建
物
が

間
近
に
出
現
す
る
こ
と
に
な
り
、

過
大
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
や
圧
迫
感
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、
交
通
問
題

等
が
お
き
て
い
ま
す
。

区
内
で
は
、
昨
年
度
に
建
築
確

認
が
な
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
は
１

３
４
件
で
し
た
が
そ
の
う
ち
、
地

下
の
容
積
率
緩
和
を
受
け
て
い
る

マ
ン
シ
ョ
ン
は
46
件
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
に
適
切
に
対
応

す
る
た
め
、
横
須
賀
市
の
条
例
を

示
し
、「
住
環
境
を
守
る
た
め
に
、

港
区
に
ふ
さ
わ
し
い
、
斜
面
地
建

築
物
の
規
制
条
例
を
検
討
す
べ

き
」と
質
問
し
ま
し
た
。

「
現
時
点
で
は
、
条

例
に
よ
る
規
制
は
考

え
て
い
な
い
が
、
他
の

自
治
体
の
事
例
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
し
て

い
く
」
と
の
答
弁
で

す
。

党
区
議
団
は
、機
会
あ
る
毎

に
、「
通
行
人
の
安
全
の
た
め
に
、

五
之
橋
の
架
け
替
え
を
急
ぐ
よ

う
」
求
め
て
き
ま
し
た
。決
算

委
員
会
の
質
疑
で
区
側
は
、「
五

之
橋
の
架
け
替
え
に
向
け
て
の

設
計
条
件
を
整
理
す
る
た
め
、

東
京
都
と
協
議
を
続
け
て
い
る
。

27
年
度
末
の
古
川
地
下
調
整
池

取
水
工
事
が
終
わ
り
次
第
、引

き
続
き
、五
之
橋
架
け
替
え
工

事
に
着
工
で
き
る
よ
う
、来
年

度
は
詳
細
設
計
を
実
施
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
願
い
で
あ
る
五

之
橋
の
架
け
替
え
が
早
期
に
実

現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

増
上
寺
一
帯
に
は
た
く
さ
ん

の
国
宝
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
多
く
が
空
襲
で
消
失
し
、
現

在
は
台
徳
院
霊
廟
の
惣
門
と
有

章
院
霊
廟
二
天
門
、
文
照
院

霊
廟
奥
の
院
中
門
（
鋳
抜
門
）、

御
成
門
が
か
ろ
う
じ
て
残
って
い

ま
す
。

そ
の
内
、私
た
ち
区
議
団
の

長
年
の
提
案
が
実
っ
て
、惣
門
が

改
修
さ
れ
ま
し
た
。と
こ
ろ
が

二
天
門
、御
成
門
は
保
存
状
態

が
悪
く
、改
修
が
急
が
れ
ま
す
。

「
早
急
に
改
修
に
向
け
た
働

き
か
け
を
強
め
る
べ
き
」
と
の

質
問
に
、二
天
門
に
つい
て
は「
所

有
者
に
伝
え
る
」。
御
成
門
に

つ
い
て
は
、
所
有
者
が
特
定
さ

れ
て
い
な
い
の
で
「
関
係
機
関

等
を
通
じ
て
、
所
有
者
を
確

認
し
て
い
く
」
と
の
答
弁
で
す
。

　

貴
重
な
国
宝
が
寂
し
い
か
ぎ

り
で
す
。

え？え？

■福島原発からの避難者の居住延長を
■「原発ゼロ」を国に求めよ　
■駅周辺の客引き防止のため条例改正
と体制強化を
■認証保育所保育料の補助の細分化を
■生活保護基準の切り下げの影響が他
の制度に出ない対策を　

■緊急医療情報キットの普及促進を　
■区内中小企業の仕事確保を　
■自転車のオートライト設置助成を　
■芝浦・港南小学校の教室不足への対策を
■人工芝の高温対策を　

■公共の施設でワーキングプアー、不
安定雇用の職員が働いていることに
対する区の考えについて　

■寡婦（寡夫）のみなし控除の適用を
■精神障害者の緊急時のショートス
ティ整備を

■区民健診の健診期間の拡大を
■古川の老朽化した護岸の安全対策と
整備を

■大江戸線赤羽橋出口（赤羽橋側）の
　混雑の緩和を　
■区立運動場の利用枠の拡大を　

■シェアハウスの騒音対策を　
■事務所ビルの禁煙対策を　
■区民の意見を聴き建築物の高さ制限を
■埋蔵文化財の調査報告と展示を　
■不適正な事務執行の適切な対応を
■配食サービス改善を　
■再開発補助金の中止を　
■自転車レーンの設置を　
■小学校の自主活動支援を
■登下校の安全対策を
■旧協働会館の修理と利活用に向けた
今後の計画

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
設
置
を

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
設
置

に
つ
い
て
は
、度
々
質
問
し
た
こ

と
か
ら
、設
置
校
が
増
え
て
き

ま
し
た
。１
台
も
設
置
さ
れ
て
い

な
い
の
は
５
校
だ
け
に
な
り
ま

し
た
。

　

早
急
に
未
設
置
校
を
な
く
し
、

可
能
な
学
校
か
ら
、児
童
・
生
徒

数
に
見
合
っ
た
台
数
を
増
や
す

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、今

年
度
中
に
す
べ
て
の
学
校
に
設

置
で
き
る
よ
う
、準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

決算委員会での主な質問項目

区民協働スペースの活用区民協働スペースの活用

二
天
門



　

若
者
を
違
法
・
無
法
な
働
か
せ
方
で

使
い
捨
て
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
が
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

若
者
の
夢
や
希
望
を
奪
い
、
日
本
の

将
来
を
も
奪
う
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
を

根
絶
し
て
い
く
た
め
、
区
と
し
て
も
積

極
的
な
取
り
組
み
を
図
る
べ
き
と
し
て

①
ポ
ス
タ
ー
や
広
報
紙
な
ど
を
活
用
し
、

若
者
向
け
や
企
業
向
け
に
啓
発
活
動
を

行
う
。
②
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
根
絶
の
相

談
窓
口
を
設
け
る
。
③
厚
労
省
の
調
査

に
基
づ
き 

区
内
の
法
令
違
反
企
業
に
は

改
善
の
申
し
入
れ
を
行
う
。
④
「
雇
用

は
正
社
員
」
と
な
る
よ
う
国
に
働
き
か

け
る
、
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

区
長
は
、
①
若
者
向
け
の
「
就
職
応

援
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
や
、
ポ
ケ
ッ
ト
労

働
法
の
配
布
な
ど
で
啓
発
し
て
い
く
。

②
労
働
環
境
に
関
す
る
専
門
相
談
窓
口

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。
③
国
の
調

査
に
つ
い
て
情
報
収
集
す
る
。
④
正
社

員
雇
用
に
つ
い
て
国
に
働
き
か
け
は
し

な
い
、
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

な
お
、
日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
は

10
月
15
日
、
長
時

間
労
働
の
是
正
、

労
働
条
件
な
ど
の

情
報
公
開
、
パ
ワ

ハ
ラ
を
や
め
さ
せ

る
こ
と
な
ど
を
柱

と
し
た
「
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
規
制
法

案
」
を
参
院
に
提

出
し
ま
し
た
。
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（2013年港区議会第3回定例会レポート）
安倍政権の暴走にストップをかけ

熊田　ちづ子
保健福祉常任委員長 / まちづく
り・子育て等対策委員 / 防災・エ
レベーター等対策委員 /議員団長

風見　利男
建設常任委員 /行財政等対策委
員 /議会運営委員 /幹事長

沖島　えみ子
総務常任委員 /交通・環境等対
策委員長

大滝　実
区民文教常任委員 / まちづくり・
子育て等対策委員/防災・エレベー
ター等対策副委員長/副幹事長

　９月19日より10月11日まで、港区議会第３回定例会が開
かれ、昨年度の決算審議も行われました。党区議団は、
国が社会保障の改悪・解体を推し進めようとしている時

東
京
電
力
に

全
額
賠
償
請
求
を

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」

な
く
す
取
り
組
み
を

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」

な
く
す
取
り
組
み
を

困ったときはすぐ相談を　区議会議員がご相談に応じます

　

東
電
は
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
で
国
民
を
苦

し
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
損
害
賠
償
を
渋
っ
て
い

ま
す
。

　

港
区
で
は
、
区
民
の
運
動
と
党
区
議
団
の
要
求
で
、
放

射
能
線
量
測
定
器
の
購
入
や
給
食
の
食
材
検
査
、
空
間
線

量
測
定
等
々
、
様
々
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
東
電
は
費
用
の
一
部
し
か
認
め
よ
う
と
し
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
こ
と
を
批
判
し
た
上
で
、「
東
電
言
い
な
り
の

請
求
で
な
く
、
人
件
費
を
含
め
、
放
射
能
対
策
の
す
べ
て

の
経
費
を
請
求
す
べ
き
」
と
質
問
。

　

区
長
は
、
東
電
か
ら

の
通
知
に
基
づ
き
、
昨

年
度
末
に
請
求
し
た
、

新
た
に
追
加
さ
れ
た

項
目
に
つ
い
て
、「
現

在
、
賠
償
請
求
の
準

備
を
し
て
い
る
」
と
答

え
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
す
べ
て

の
費
用
を
請
求
す
る

よ
う
提
案
し
て
い
き
ま

す
。

　

９
月
30
日
、「
２
０
１
4
年
度
当
初
予
算
に
対
す

る
要
望
書
」
を
区
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

提
出
に
あ
た
り
、
区
民
や
商
店
は
、
収
入
が
減
る

一
方
、
消
費
税
が
増
税
さ
れ
れ
ば
負
担
増
で
大
変
な

状
況
に
な
る
。
住
民
の
福
祉
の
増
進
、
区
民
の
く
ら

し
と
命
を
守
る
た
め
の
対
策
に
力
を
入
れ
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。 　区は区民の方がボランティアに参加する際

のボランティア保険の保険料の助成を行って
います。この３年間で 1,177 名の方が助成を
受けています。多くの区民の方に、引き続き
ボランティアに参加してもらうためにも、保
険料の助成を継続するよう求めました。

青山通りのバス停へのベンチと屋根の
設置、港南３丁目バス停の都営住宅側へ
のベンチ設置を求めました。

今年度にベンチが
　　設置されるバス停
新橋駅／赤坂駅前／慈恵医大病院入り
口（両側）／愛宕警察署（芝病院側）／
麻布十番駅前（古川側） 南青山七丁目
（赤坂見附方面行）

救援募金　456

救援物資を集めています。
米、野菜、タオル、石けん、洗濯石けん、靴下、下着、
ぬいぐるみ、オモチャなどです。
衣類はご遠慮します。

好
評
だ
っ
た
炊
き
出
し

公
契
約
条
例
の
早
期
制
定
を

「
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整
備
促
進
を
」

本
会
議
、
全
会
一
致
で
意
見
書
議
決

「ちぃばす」の
ベンチ設置を求める

「
４
月
か
ら
の
増
税
中
止
」を

国
に
求
め
よ

（
区
長
）「
国
に
申
し
い
れ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」

２
０
１
4
年
度

東日本大震災発災後からの

ご協力に感謝します。

港
区
の
放
射
能
汚
染
対
策
費
用

だけに、地方自治体の果たす役割を明らかにさせ、区民
のくらしと営業を守るための質問をしました。

予
算
要
望
書
提
出

ボランティア保険料の
助成が継続されます
ボランティア保険料の
助成が継続されます

　

安
倍
政
権
は
、
来
年
４
月
か
ら
の
消

費
税
８
％
増
税
を
決
め
ま
し
た
。

　

区
内
の
商
店
か
ら
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
で
売
り
上
げ
は
増
え
て
い
な
い
」

「
消
費
税
増
税
に
な
れ
ば
店
を
た
た
む

し
か
な
い
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
史
上
空
前
の
大
増
税
で
所
得
を
奪

え
ば
、
区
民
の
く
ら
し
と
営
業
を
破
壊

す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
経
済
を
も
奈

落
の
底
に
突
き
落
と
す
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。

　

こ
う
し
た
区
民
の
実
態
を
示
し
な
が

ら
、
区
長
に
対
し
「
４
月
か
ら
の
消
費

税
増
税
中
止
を
国
に
求
め
る
」
よ
う
質

問
し
ま
し
た
が
、「
国
に
申
し
い
れ
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
、
深
刻
な

事
態
を
理
解
し
な
い
、
ひ
ど
い
答
弁
で

し
た
。

　

党
区
議
団
が
提
案
し
た
「
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整

備
促
進
を
求
め
る
意
見
書
」
を
全
会
一
致
で
議

決
、
総
理
大
臣
や
国
土
交
通
大
臣
な
ど
に
送
付

し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
か
ら
転
落
す
る
事
故
は
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
盲
人
団
体
か
ら
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
要

望
は
大
変
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
党
区
議
団

は
、Ｊ
Ｒ
田
町
駅
に
つ
い
て
は
、
都
障
害
者
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
機
会
あ
る
毎
に
区
と

し
て
鉄
道
会
社
に
設
置
を
働
き
か
け
る
よ
う
提

案
し
、
設
置
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

意
見
書
は
、
設
置
は
旅
客
鉄
道
会
社
が
取
り

組
む
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
政
府
が

「
ホ
ー
ム
ド
ア

設
置
に
か
か
る

技
術
開
発
支
援

等
総
合
的
な
対

策
を
講
ず
る
こ

と
」
を
求
め
た

も
の
で
す
。

　

地
方
自
治
体
が
契
約
す
る
事
業
の

工
事
な
ど
で
、
そ
こ
で
働
く
人
た
ち

の
賃
金
の
底
上
げ
を
行
う
こ
と
は
非

常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

 

４
年
前
に
野
田
市
で
公
契
約
条
例

を
制
定
以
降
、
23
区
で
は
渋
谷
区
に

続
き
、
新
た
に
足
立
区
が
第
３
回
定

例
会
で
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

足
立
区
は
、
公
共
工
事
、
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
品
質
確
保
と
生
活
で
き
る

賃
金
へ
の
底
上
げ
と
同
時
に
、「
区

内
業
者
の
育
成
を
図
る
こ
と
」
を
掲

げ
、
地
域
経
済
を
活
性
化
し
た
い
と

の
視
点
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
中
小
業
者
が
大
変
な
状
況
に

あ
る
時
だ
か
ら
こ
そ
、「
早
期
に
公

契
約
条
例
を
制
定
す
べ
き
」
と
質
問

し
ま
し
た
。

　

区
は
、「
下
請
け
を
含
め
労
働
条

件
が
守
ら
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る

事
を
認
識
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
て

い
な
が
ら
、「
条
例
を
制
定
し
た
自

治
体
や
、
検
討
中
の
自
治
体
の
情
報

収
集
す
る
な
ど
研
究
し
て
い
く
」
と

の
答
弁
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
研
究
ば
か
り
で
は
、

中
小
業
者
や
そ
こ
で
働
く
人
た
ち
の

生
活
が
守
れ
ま
せ
ん
。

万
円

いのち くらしとと ををのの 守る区民
　

区
立
認
可
保
育
園
は
、
避
難
用
の
ス
ロ
ー
プ
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
立
認
可
保
育
園
は
ビ

ル
の
２
階
、
３
階
を
使
用
し
て
い
て
も
ス
ロ
ー
プ

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
園
庭
は
、
区
立
で
は
敷
地

内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か
隣
接
し
て
公
園
が
あ
り

ま
す
。
私
立
の
場
合
に
は
敷
地
内
に
園
庭
を
設
け

て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
、
近
く
の
公
園
に
行
く

に
は
、
幹
線
道
路
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

安
全
性
、
環
境
面
で
、
区
立
と
私
立
は
大
き
な

違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

国
は
、
都
市
部
の
待
機
児
童
解
消
策
と
し
て
、

地
方
自
治
体
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、
宿
舎
跡
地
な

ど
の
国
有
地
の

優
先
的
処
分
を

す
る
こ
と
を
発

表
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
共
産
党
都
議
団
の
質
問
で
都
が

「
少
子
高
齢
化
対
策
で
も
都
有
地
活
用
を
有
効

手
段
と
し
て
考
え
て
い
く
」
と
答
弁
し
て
い
る

こ
と
。
都
議
団
の
調
査
で
、
認
可
保
育
園
な
ど

に
活
用
で
き
る
と
こ
ろ
が
区
内
で
は
11
か
所
あ

る
こ
と
を
示
し
、「
待
機
児
童
の
解
消
は
、
国
・

都
有
地
を
活
用
し
た
区
立
認
可
保
育
園
の
建
設

で
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

　
「
区
は
、
都
有
地
等
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
」
と
の
答
弁
で
し
た
。
一
歩
前
進
で
す
。

11月14日（木）夜発
11月17日（日）夜着

国
・
都
有
地
を
活
用
し
た

区
立
認
可
保
育
園
の
建
設
で

国
・
都
有
地
を
活
用
し
た

区
立
認
可
保
育
園
の
建
設
で

国
・
都
有
地
を
活
用
し
た

区
立
認
可
保
育
園
の
建
設
で

待
機
児
童
の
解
消
は
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伊
豆
大
島
へ
の
救
援
募
金
に
ご
協
力
を
!

第16次
ボランティア
参加者を
募集

しています。

ホームドア設置のため補強された田町駅ホーム

区立伊皿子坂保育園

今年度設置予定の愛宕警察署バス停


